
   

調 査 報 告 書  
 

令 和 ８ 年 ７ 月 ８ 日  
⼩ 牧 市 議 会 議 ⻑  様  

 
会 派 名    牧 政 会  
代 表 者 氏 名  河 内  伸 一  

            
調 査 を 行 い ま し た の で 、 そ の 結 果 を 報 告 し ま す 。  
 

記  
 

１ 調 査 日  
    令 和 ８ 年 ７ 月 ６ 日 （ 月 ） か ら ７ 月 ７ 日 （ 火 ）  
 
２ 調 査 先 及 び 調 査 項 目  

（ １ ）  調 査 先：    文 部 科 学 省 総 合 教 育 政 策 局 国 際 教 育 課  
(東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 ２ − １ − ２ ) 

 調 査 項 目 ：    外 国 人 児 童 生 徒 等 教 育 の 現 状 と 課 題 に つ い て  
（ ２ ）  調 査 先：    東 京 都 三 鷹 市  

        (東 京 都 三 鷹 市 野 崎 一 丁 目 1 番 1 号 ) 
調 査 項 目 ：    AI デ マ ン ド 交 通 に つ い て  

 
３ 参 加 議 員  
   河 内 伸 一 、 石 田 知 早 人 、 ⼩ 島 倫 明 、 鈴 木 裕 士 、 佐 藤 悟 、 余 語 智 、  

阿 部 哲 己 、 永 井 孝 典  
 
４ 調 査 内 容  

別 紙 の と お り  
 
 

 
 
 



   

①  日 時  
令 和 ８ 年 ７ 月 ６ 日 （ 月 ）  午 後 1 時 か ら 2 時 ま で  
 
②  研 修 内 容  
外 国 人 児 童 生 徒 等 教 育 の 現 状 と 課 題 に つ い て  
 
③  講 師  
文 部 科 学 省 総 合 教 育 政 策 局 国 際 教 育 課   
外 国 人 児 童 生 徒 教 育 専 門 官  大 野 照 子 氏  
 
④  会 場  
衆 議 院 議 員  第 二 議 員 会 館  ４ １ ８ 号 会 議 室  
 
⑤  受 講 の 目 的  
本 市 に お い て 年 々 増 加 す る 外 国 人 住 ⺠ へ の 日 本 語 教 育 を は じ め と す る 義 務
教 育 の 状 況 を 研 修 す る た め 選 定 し た 。  
 
内 容  
・ 日 本 国 国 ⺠ は そ の 保 護 す る 子 に 、 教 育 を 受 け さ せ る 義 務 を 負 う が 、 外 国
人 に は そ の 義 務 が な く 、 国 際 規 約 締 結 国 は 教 育 に つ い て の す べ て の 者 の 権
利 を 認 め 、「 児 童 の 権 利 に 関 す る 条 約 」 の 第 二 十 八 条 （ a） に お い て 、 初 等
教 育 は 義 務 的 な も の と し 、す べ て の 者 に 対 し て 無 償 の も の と す る 。同 条 (ｂ )
と し て 、 種 々 の 形 態 の 中 等 教 育 の 発 展 を 奨 励 し す べ て の 児 童 に 対 し 、 こ れ
ら の 中 等 教 育 が 利 用 可 能 で あ り 、 か つ 、 こ れ ら を 利 用 す る 機 会 が 与 え ら れ
る も の と し 、無 償 教 育 の 導 入 、必 要 な 場 合 に お け る 財 政 的 援 助 の 提 供 な ど 、
必 要 な 処 置 を と る 。 と あ り 、 教 科 書 の 無 償 給 与 や 就 学 援 助 を 含 め 、 日 本 人
と 同 一 の 教 育 を 受 け る 機 会 を 保 障 し て い る と の こ と だ っ た 。  
・ 日 本 語 教 育 が 必 要 な 児 童 生 徒 の 受 入 状 況 に 関 す る 調 査 で 、 令 和 ７ 年 度 の
調 査 に お い て 、 84,759 人 と 過 去 最 高 の 数 値 と な っ た 。  
ま た 、都 道 府 県 別 で み る と 、第 一 位 が 愛 知 県 で 15,712 人 。第 二 位 が 神 奈 川
県 で 10,373 人 。 第 三 位 東 京 都 8,409 人 、 第 四 位 大 阪 府 7,902 人 と 続 く 。  
集 住 ・ 散 在 の 状 況 と し て は 、 日 本 語 指 導 が 必 要 な 児 童 生 徒 数 が 在 籍 す る 自
治 体 数 の 推 移 が 、 在 籍 20 人 以 上 、 在 籍 1〜 20 人 未 満 の 自 治 体 が 増 加 傾 向
に あ る 。  



   

日 本 語 指 導 が 必 要 な 児 童 生 徒 の 増 加 に 伴 い 、 文 部 科 学 省 の 対 応 と し て 、 日
本 語 指 導 の た め の 「 特 別 の 教 育 課 程 」 の 制 度 化 。  
日 本 語 指 導 に 必 要 な 教 員 定 数 の 改 善 。 日 本 語 指 導 が 必 要 な 児 童 生 徒 18 人
に 1 人 が 基 礎 定 数 と な る よ う 令 和 8 年 度 ま で に 計 画 的 に 措 置 。  
外 国 人 児 童 生 徒 等 へ の 支 援 に 取 り 組 む 自 治 体 に 対 す る 支 援 を 行 っ て き て い
る 。 因 み に 令 和 8 年 度 予 算 額 は 1,249 百 万 円  
・ 各 地 方 公 共 団 体 が 行 う 地 域 の 実 情 に 応 じ た 取 り 組 み に 対 し て 支 援 を 行 っ
て い る 。  
Ⅰ 、 帰 国 ・ 外 国 人 児 童 生 徒 等 に 対 す る き め 細 や か な 支 援 事 業  
Ⅱ 、 外 国 人 の 子 供 の 就 学 促 進 事 業  な ど 。  
 
・ 外 国 人 児 童 生 徒 等 の 教 育 の 充 実 に 関 す る 有 識 者 会 議 の 報 告 書 に お い て 、
現 状 と 課 題 で  
・ 日 本 語 指 導 が 必 要 な 児 童 生 徒 が 急 増  
・ 不 就 学 の 可 能 性 の あ る 外 国 人 の 子 供 も 多 い 。  
・ 日 本 語 指 導 が 必 要 だ が 、 特 別 な 配 慮 に 基 づ く 指 導 を 受 け て い な い 児 童 生
徒 も 1 万 人 ほ ど 存 在  
・ 全 国 的 に 集 住 ・ 散 在 化 が 同 時 進 行 し 、 支 援 が 必 要 な 児 童 生 徒 の ⺟ 語 も 多
様 化 。  
・ 日 本 語 指 導 に 係 る 人 材 確 保 ・ 支 援 体 制 な ど の 地 域 格 差 。 な ど  
 
基 本 的 な 考 え 方 と し て  
・ 自 立 し て 生 き る 力 を 育 む 。  
・ 教 育 の 質 の 確 保 と 学 校 現 場 の 負 担 軽 減 を 両 立  
・ 全 国 的 な 取 り 組 み の 水 準 向 上 に 向 け 、 国 が 主 導 的 な 役 割 を 果 た す 。  
・ 広 域 的 な 取 り 組 み に よ り 、 学 校 現 場 を 支 え る こ と を 基 本 的 な 考 え 方 と し
て 下 記 の 項 目 に 取 り 組 ん で い く と の こ と だ っ た 。  
・ プ レ ス ク ー ル ・ プ レ ク ラ ス の モ デ ル 構 築 と 全 国 展 開  
・ 指 導 体 制 の 確 保 充 実  
・ 指 導 内 容 の 深 化 充 実  
・ 教 師 等 の 指 導 力 向 上 に 向 け た 養 成 ・ 採 用 ・ 研 修  
・ 外 国 人 児 童 生 徒 等 の 進 学 就 職 機 会 の 確 保  
と 、 こ れ ら の 事 に 取 り 組 み な が ら 、 逐 次 改 善 し て い く と 説 明 が あ っ た 。  
 



   

な お 、 ⼩ 牧 市 の 状 況 に つ い て は 、 他 市 町 に 比 べ る と か な り 高 い 数 値 （ 市 在
住 外 国 人 の 割 合 ）の 外 国 籍 市 ⺠ が 在 住 し て お り 、う ち 897 人 の 日 本 語 指 導
が 必 要 な 児 童 生 徒 が 確 認 さ れ て い る 。  
 
ま た 、 以 下 の 様 な 質 問 を 行 っ た 。  
Q1.⼩ 牧 市 に て き め 細 や か な 支 援 事 業 を 行 う 際 、 ど の よ う に 補 助 申 請 を す

れ ば よ い か 。  
A1.補 助 は 間 接 補 助 の た め 、 愛 知 県 に 一 括 し て 補 助 金 が 出 さ れ る 。  
 
Q2.不 登 校 の 外 国 人 児 童 生 徒 へ の 支 援 事 業 に つ い て 、 ど の よ う な 使 わ れ 方

が さ れ て い る の か 。  
A2.日 本 語 講 師 の 派 遣 や 機 器 の リ ー ス 料 な ど に 使 わ れ て い る と の こ と 。  
 
Q3.日 本 語 指 導 を 必 要 と す る 児 童 生 徒 18 人 に 1 人 の 指 導 員 配 置 に つ い て  
A3.18 人 に １ 人 の 配 置 で は 散 在 地 域 に は 先 生 を 配 置 で き な い の で 「 散 在 地

域 の た め の 簡 易 措 置 」 は あ る 。  
 
 
８ 所 感 ・ 提 言 ・ 課 題 等  
所 感 と し て 、国 と し て も き め 細 か な 支 援 事 業 に 取 り 組 み を 始 め て 10 年 少 々
（ 平 成 25 年 〜 ）で あ り 、若 ⼲ ま だ ま だ「 手 探 り 」な 部 分 も あ る よ う に 説 明
を 拝 聴 し て い て 感 じ た 。  
た だ 、 日 本 語 の 指 導 を 必 要 と す る 不 就 学 児 が 増 え る こ と は 、 避 け た い と こ
ろ で あ り 、 何 か し ら の 方 針 （ 義 務 化 ？ ） を 定 め る 必 要 が あ る と の 認 識 も あ
る よ う で 、 日 本 語 指 導 が な さ れ な い ま ま 日 本 国 内 で 生 活 を す る こ と は 、 ⺟
国 の 住 ⺠ 同 士 で 集 ま る 様 に な り 、 治 安 の 問 題 に も 発 展 し て い く こ と も 考 え
ら れ る と 思 う 。  
本 市 に お い て は 、 市 の 人 口 は 減 少 傾 向 に あ る が 、 外 国 人 住 ⺠ は 増 加 す る 傾
向 で あ り 、国（ 文 科 省 ）の 方 針 に 合 わ せ て 、県 の 方 針 も 今 後 参 考・検 討 し 、
市 内 各 地 区 の 実 情 に 合 わ せ て 対 応 し て い く 必 要 が あ る と 今 回 感 じ た 。  
子 育 て ナ ン バ ー ワ ン 都 市 は 、国 籍 や 人 種 ⺠ 族 に 関 係 な く 、す べ て の 人 が「 ⼩
牧 で 子 育 て 」 で き る 喜 び を 抱 い て も ら え る 街 に 出 来 る よ う 、 ⼩ 牧 市 の 行 政
並 び に 政 策 に 今 回 の 研 修 で 学 ん だ こ と を 参 考 に し て い き た い と 思 う 。  
 



   

 

①  日 時  
   令 和 ８ 年 ７ 月 ７ 日 （ 火 ）  ９ 時 ５ ３ 分 か ら １ １ 時 ２ ８ 分 ま で  
               委 員 会 室  
 
②  訪 問 先   三 鷹 市 議 会   庶 務 係 ⻑  本 保 睦 実  
 
③  説 明 者   都 市 政 策 部 都 市 交 通 課  課 ⻑  中 嶋 祐 希  
                 主 事  石 橋 菜 々 子  
  
④  調 査 項 目  AI デ マ ン ド 交 通 に つ い て  
 
⑤  視 察 先 の 選 定 理 由 や 目 的  

本 市 で は 、平 成 ２ ５ 年 ８ 月 か ら 平 成 ２ ６ 年 ７ 月 ま で の 期 間 に お い て 、「 デ  
マ ン ド 交 通 実 証 実 験 」 を 行 っ た 。 運 行 地 区 は 、 丘 陵 地 で 高 齢 化 率 が 高 く 、
鉄 道 や バ ス 停 ま で の ア ク セ ス が 不 便 な 「 北 部 地 区 」 と 「 東 部 地 区 」 で 展 開
さ れ た が 、 実 証 実 験 で の 利 用 者 数 は 、 伸 び る こ と な く 終 了 す る こ と と な っ
た 。予 約 方 法 、運 行 時 間 、運 行 方 式 な ど に 課 題 を 残 し た も の と 考 え ら れ る 。  
 三 鷹 市 で は 、「 AI デ マ ン ド 交 通 」 に 取 り 組 ま れ 、 口 コ ミ で 利 用 者 が 大 き
な 伸 び を 示 し て い る 。  
 こ の「 AI デ マ ン ド 交 通 」に つ い て 把 握 、調 査 す る た め 、東 京 都 三 鷹 市 を
視 察 先 と し て 選 定 し た 。  
 
 
⑥  視 察 項 目 の 概 要 説 明  

（ 導 入 経 緯 ・ 内 容 ・ 実 施 状 況 ・ 効 果 ・ 課 題 等 ）  
 

〇 経 緯 及 び 現 状  
・ 三 鷹 市 は 、 第 １ 種 住 居 地 域 が 約 ７ 割 を 占 め 、 ベ ッ ド タ ウ ン と し て 位 置 付
け さ れ て い る 。 鉄 道 駅 は 市 の 端 部 に 位 置 し て い る た め 、 市 内 の バ ス 交 通 が
発 達 し て お り 、 基 幹 交 通 と し て 重 要 な 役 割 を 担 っ て い る 。  
・ 三 鷹 駅 か ら 南 北 の バ ス が 基 幹 交 通 と な っ て お り 、 こ の 路 線 バ ス で 行 け な
い と こ ろ を コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス で 空 白 地 域 を 補 完 運 行 し て い る 。 さ ら に 、 交
通 不 便 地 域 で 道 が 狭 く 、 坂 が あ る 地 域 で は ワ ン ボ ッ ク ス 車 両 で Ａ Ｉ デ マ ン



   

ド 交 通 に て 補 完 運 行 す る こ と と な っ た 。  
〇 内 容  
・ Ａ Ｉ デ マ ン ド 交 通 の 区 域 を 「 ⻄ 部 エ リ ア 」 と 「 井 の 頭 エ リ ア 」 の 二 つ に
設 定 し 、 実 証 運 行 を 行 っ た 。「 ⻄ 部 エ リ ア 」 は 令 和 ４ 年 １ ０ 月 か ら 、「 井 の
頭 エ リ ア 」 は 令 和 ６ 年 ５ 月 か ら 実 証 運 行 を 行 い 、 令 和 ７ 年 ２ 月 か ら 本 格 運
行 を 開 始 し た 。  
(⻄ 部 エ リ ア ) 

・ 大 沢 ・ 井 口 ・ 深 大 寺 地 域 で 運 行 し 、 乗 降 ポ イ ン ト は ８ ７ 箇 所  

・ ワ ン ボ ッ ク ス 車 両 等 ３ 台 で 運 行 し 、 定 員 ４ 〜 ６ 名  
・ エ リ ア 内 運 賃 は 100 円  
 ※ ⻄ 部 エ リ ア で は 、利 用 の 多 い エ リ ア 外 ３ 箇 所 (三 鷹 市 役 所 、元 気 創 造 プ
ラ ザ 、杏 林 大 学 病 院 )を 例 外 的 に 設 定 し 、運 賃 を 300 円 と し て い る 。７ ０ 歳
以 上 や 障 が い 者 、 乳 児 と の 乗 車 時 は 、 １ ０ ０ 円 引 き と し て い る 。  
 エ リ ア 内 と エ リ ア 外 で 運 賃 の 差 を 持 た せ た の は 、 他 の 交 通 機 関 と の 整 合
性 を 図 る た め で あ る 。  
・ イ ベ ン ト 時 や 選 挙 の 時 は 、 臨 時 便 を 運 行 し て い る 。  
・ 月 曜 日 か ら ⼟ 曜 日 で 午 前 ８ 時 〜 午 後 ６ 時 ま で 運 行  
・ 実 証 運 行 ： 令 和 ４ 年 １ ０ 月 か ら 実 証 運 行 し た 。  
・ 約 ２ 年 ３ カ 月 の 実 証 期 間 中 に 延 べ 28,000 人 が 利 用 さ れ た 。  
・ 令 和 ７ 年 ２ 月 か ら 本 格 運 行 開 始  
 
(井 の 頭 エ リ ア ) 
・ 令 和 ４ 年 １ ０ 月 か ら 「 グ リ ー ン ス ロ ー モ ビ リ テ ィ (⼩ 型 Ｅ Ｖ バ ス )」 の 実
証 運 行 を 行 っ て い た が 、 定 時 定 路 線 型 の 運 行 で は 交 通 不 便 地 域 の 面 的 な 解
消 に 課 題 が 残 っ た た め 、 ⻄ 部 地 区 で 好 評 を 得 て い た Ａ Ｉ デ マ ン ド 交 通 に 切
り 替 え 実 証 を 継 続 し た 。  
・ 井 の 頭 を 運 行 し 、 乗 降 ポ イ ン ト は ３ ０ 箇 所  
・ ワ ン ボ ッ ク ス 車 両 １ 台 で 運 行 し 、 定 員 ６ 名  
・ エ リ ア 内 運 賃 は 、 100 円  ※ 井 の 頭 エ リ ア は 、 エ リ ア 外 の 設 定 は な い 。  
・ 月 曜 日 か ら ⼟ 曜 日 で 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ５ 時 ま で 運 行  
 ※ ⻄ 部 エ リ ア と 運 行 時 間 が 違 う の は 、 井 の 頭 地 域 は 道 が 狭 く 、 冬 期 、 日
が 沈 ん だ 際 の 危 険 を 回 避 す る た め ５ 時 ま で と し た 。  
・ 実 証 運 行 ： 令 和 ６ 年 ５ 月 か ら 実 証 運 行 し た 。  
・ 約 １ 年 の 実 証 期 間 中 に 延 べ 6,000 人 が 利 用 さ れ た 。  



   

・ 令 和 ７ 年 ２ 月 か ら 本 格 運 行 開 始  
〇 Ａ Ｉ シ ス テ ム  
・ 利 用 者 は ア プ リ か 電 話 で 予 約 す る 。 近 年 、 高 齢 者 の 方 も ア プ リ に 慣 れ て
き た の で 、 電 話 よ り ア プ リ か ら の 予 約 が 多 い 状 況 で あ る 。  
・ 区 域 内 を ワ ン ボ ッ ク ス で 運 行 し て 、 時 間 も 決 め ず 、 予 約 に 応 じ て 運 行 し
て お り 、 Ａ Ｉ シ ス テ ム が 乗 車 ・ 降 車 場 所 を 解 析 し 、 最 適 な ル ー ト を 決 定 し
て い る 。  
・ Ａ Ｉ に よ り 、 最 初 に 予 約 し て 乗 車 し た の に 、 あ と か ら 相 乗 り で 乗 車 し て
き た 人 の 方 が 先 に 降 車 す る こ と も あ る 。  
 
〇 三 鷹 市 の 独 自 手 法  
・ 路 線 バ ス と 競 合 し な い よ う に 、 交 通 事 業 者 や 地 域 、 関 係 団 体 等 と 何 度 も
協 議 を 重 ね Ａ Ｉ デ マ ン ド 交 通 導 入 を 決 定 し た 。  
・ さ ら に 、 Ａ Ｉ デ マ ン ド 交 通 の 運 行 開 始 後 も 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 交 通 実 証 運 行
評 価 ・ 検 証 検 討 会 に よ る 議 論 や 関 係 者 か ら の ヒ ア リ ン グ を 積 極 的 に 行 い 、
そ の 結 果 を 踏 ま え 、 利 便 性 を 向 上 さ せ る 見 直 し に 取 り 組 ん だ 。  
・ ま た 、 実 証 運 行 の 期 間 は 、 ど こ の 自 治 体 も だ い た い １ 年 が 普 通 だ が 、 三
鷹 市 で は 約 ２ 年 ３ カ 月 の 継 続 的 な ⻑ 期 実 証 運 行 の 中 で 、 改 善 等 を 常 に 行 っ
て き た 。  
 
〇 Ａ Ｉ デ マ ン ド 交 通 の コ ン セ プ ト  
・「 三 鷹 市 ネ ッ ト ワ ー ク 全 体 構 想 (令 和 ６ 年 ３ 月 策 定 )」に お い て 、い き い き
と し た ま ち を つ く る 持 続 可 能 な 交 福 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 と い う 全 体 コ ン セ
プ ト の も と 、 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 に 取 り 組 ま れ て い る 。  
・交 福 と は 、「 交 通 に よ る 福 祉 の 実 現 」を 目 指 す 重 要 な 概 念 で あ る 。こ れ は 、
交 通 の 利 便 性 を 向 上 さ せ る こ と に よ っ て 生 活 の 質 を 向 上 さ せ 、 市 ⺠ の 皆 さ
ん に 幸 福 を も た ら す と い う 考 え 方 で あ る 。  
・「 交 通 に よ る 福 祉 の 実 現 」の 考 え の も と 、Ａ Ｉ デ マ ン ド 交 通 の 運 賃 を 路 線
バ ス よ り も 安 い 100 円 に 設 定 し 、誰 も が 利 用 し や す い 交 通 環 境 の 確 保 を 図
っ て い る 。  
 
〇 予 約 方 法  
①  予 約   ス マ ホ ア プ リ か 電 話 で 事 前 に 予 約 を 行 う 。  
②  乗 車   予 約 時 間 ま で に 指 定 し た 「 乗 車 ポ イ ン ト 」 へ 行 く 。  



   

③  相 乗 り  相 乗 り が 発 生 す る 場 合 、 同 じ 時 間 帯 の お 客 様 と 相 乗 り 運 行  
④  到 着   到 着 時 に 現 金 、交 通 系 Ｉ Ｃ カ ー ド 、み た か 地 域 ポ イ ン ト の い ず   
     れ か で 利 用 料 を 支 払 う 。  
・ア プ リ 予 約 率 は 、⻄ 部 エ リ ア 68%、井 の 頭 エ リ ア 57%と い う 状 況 で あ る 。  
・ 登 録 に 必 要 な 情 報 は 、 電 話 番 号 か メ ー ル ア ド レ ス の み で 完 了 。  
・ ス マ ホ 画 面 上 の 地 図 で 、 乗 降 ポ イ ン ト を 簡 単 に 選 択 可 能 。  
 
(利 用 状 況 ) ※ 令 和 ６ 年 ６ 月 か ら 令 和 ７ 年 １ １ 月 ま で  
▻利 用 回 数  

１ 日 あ た り 平 均 利 用 回 数   
⻄ 部 エ リ ア ： ５ ４ 回   井 の 頭 エ リ ア ： 24.8 回  

▻利 用 時 間 帯  
 ど の 時 間 帯 に お い て も 利 用 さ れ て い る 。特 に ⻄ 部 エ リ ア は 午 前 中 が 多 く 、 
井 の 頭 エ リ ア は 午 後 の 利 用 が 比 較 的 多 く な っ て い る 。  
▻利 用 さ れ る 曜 日  

 い ず れ の エ リ ア も 比 較 的 金 曜 日 の 利 用 が 多 い が 、 曜 日 に よ っ て 大 き な 差
み ら れ な い 。  
▻利 用 施 設 の 状 況   

・ ⻄ 部 エ リ ア  

 利 用 施 設 の 上 位 は 、 杏 林 大 学 病 院 (4151 件 )、 元 気 創 造 プ ラ ザ (2383 件 ) 

三 鷹 市 役 所 (2053 件 )、 か え で 通 り ク リ ニ ッ ク モ ー ル (1892 件 )な ど と な っ
て い る 。  
・ 井 の 頭 エ リ ア  
 利 用 施 設 の 上 位 は 、 井 の 頭 公 園 駅 (3191 件 )、 三 鷹 台 駅 (2975 件 )、  
井 の 頭 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ セ ン タ ー (2882 件 )、 ヘ ア ー サ ロ ン あ り が と う (1369
件 )な ど と な っ て い る 。  
▻リ ピ ー タ ー 率  
 い ず れ の エ リ ア も 約 ８ 割 が ２ 回 以 上 利 用 し て お り 、 子 ど も の 保 育 園 へ の
送 迎 で 毎 日 利 用 し て い る 方 も い る な ど 、 マ ッ チ ン グ す れ ば 定 期 的 に 利 用 い
た だ け る 傾 向 に あ る 。  
 ま た 一 度 利 用 す る こ と で 利 便 性 が 認 識 さ れ 、 継 続 的 な 利 用 に つ な が っ て
い る 。  
▻利 用 者 の 年 代  ※ ⻄ 部 エ リ ア の ア ン ケ ー ト よ り  

 ２ ０ 代 3.8% ３ ０ 代 15.4％  ４ ０ 代 15.4％  ５ ０ 代 20.5％  



   

 ６ ０ 代 17.9％  ７ ０ 代 16.7％  ８ ０ 代 7.7％  
 幅 広 い 年 代 に 利 用 さ れ て い る 。  
▻乗 車 時 の 目 的  ※ ⻄ 部 エ リ ア と 井 の 頭 エ リ ア の ア ン ケ ー ト よ り  
 通 院 46.3％  買 い 物 18.5％  サ ー ク ル ・ 習 い 事 18.5％ が 上 位 。  
 そ の 他 、 通 学 、 通 勤 、 業 務 、 観 光 レ ジ ャ ー 、 知 人 と 会 う な ど に 利 用 さ れ
て い る 。  
▻利 用 者 の 満 足 度 ア ン ケ ー ト  

 満 足 度 は 、 多 く の 項 目 で 「 満 足 」 が 過 半 を 占 め て お り 、 全 体 と し て 高 い
評 価 を 得 て い る 。  

 特 に 「 予 約 で の 利 用 」「 運 賃 ・ 支 払 い 方 法 」「 車 両 の 乗 り や す さ 」 な ど は
満 足 度 が 高 く 、 サ ー ビ ス の 使 い や す さ が 評 価 さ れ て い る 。  

 

〇 運 行 経 費  

 市 と 運 行 業 者 が 協 定 を 締 結 し 、１ 台 あ た り を 借 り 上 げ て い る 状 況 で あ る 。 

１ 日 当 た り の 単 価 を 設 定 し 、 ⻄ 部 エ リ ア で は 約 2000 万 円 以 上 、 井 の 頭 エ
リ ア で は 約 1300 万 円 程 度 の 経 費 と な っ て い る 。  

 

〇 課 題  

・ Ａ Ｉ デ マ ン ド 交 通 と 「 路 線 バ ス 等 と の 乗 り 継 ぎ 」 で は 不 満 や 「 普 通 」 の
割 合 が 相 対 的 に 高 く 、 ハ ー ド 、 ソ フ ト 両 面 か ら 乗 り 換 え 環 境 の 整 備 が 求 め
ら れ て い る 。  

・ 利 用 者 の 増 加 に 伴 い 、 現 在 の 運 行 体 制 で は 全 て の 予 約 に 対 応 し き れ ず 、
予 約 不 成 立 と な る ケ ー ス が 両 エ リ ア と も 継 続 的 に 発 生 し て い る 。  
・ 井 の 頭 エ リ ア で は １ 台 で の 運 行 な の で 、 台 数 を 増 や し 対 応 す る 必 要 が あ
る 。  
・ 相 乗 り 率 を 上 げ て 効 率 性 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  
・ 収 支 バ ラ ン ス を 考 慮 し つ つ 、 需 要 と 供 給 の バ ラ ン ス が 取 れ る よ う な 運 行
内 容 の 見 直 し が 必 要 で あ る 。  
 
 
 
 
 
 



   

⑦  議 員 か ら の 主 な 質 疑  
  質 １  バ ス を 借 り 上 げ て い る と の こ と だ が 、 ど の よ う な 費 目 な の か 。  
     借 り 上 げ は １ 社 な の か 、 運 行 料 金 100 円 は 業 者 の 収 入 か 。  
  答 １  「 補 助 金 」と し て 業 者 へ 支 払 い を し て い る 。⻄ 部 エ リ ア ３ 車 両 、  

井 の 頭 エ リ ア １ 車 両 だ が 、す べ て 違 っ た 運 行 業 者 と な っ て い る 。 
業 者 に つ い て は 、 東 京 ハ イ ヤ ー 協 会 か ら 推 薦 さ れ た 運 行 業 者 と  
協 定 を 締 結 し て い る 。  
運 行 料 金 は す べ て 運 行 業 者 の 収 入 と な る 。  

 
質 ２  乗 降 ポ イ ン ト の 見 直 し を 行 わ な い の か 。  

  答 ２  地 域 内 の 約 100ｍ に １ カ 所 に 乗 降 ポ イ ン ト を 設 置 し て い る が 、
見 直 し に つ い て は 、市 ⺠ も 含 め た「 運 営 部 会 」で 検 討 し て い る 。  

 
  質 ３  三 鷹 市 の コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス は 年 間 い く ら か 。  
  答 ３  令 和 ８ 年 度 は 約 １ 億 円 で あ る 。  
 
  質 ４  現 在 Ａ Ｉ デ マ ン ド 交 通 の 運 行 エ リ ア は 、 ２ つ と な っ て い る が 他

の エ リ ア で は 実 施 し な い の か 。  
  答 ４  本 年 １ ０ 月 か ら 、 新 た に 「 北 野 地 区 」 に て 実 証 運 行 を や る 予 定

で あ る 。  
 
  質 ５  井 の 頭 エ リ ア は １ 台 で 運 行 し て い る が 、予 約 は 取 り や す い の か 。 
  答 ５  市 ⺠ か ら は 予 約 が 取 り づ ら い と い う 声 を い た だ い て い る の で 、

検 討 し た い と 考 え て い る 。  
 
⑧  議 員 の 意 見  
・ 狭 い 道 や 坂 の あ る エ リ ア で の Ａ Ｉ デ マ ン ド は 、 有 効 的 で あ る 。  
・ 料 金 が 100 円 と い う の は 、 市 ⺠ が 利 用 し や す い と 思 う 。  
・ ４ 車 両 と も 業 者 は 違 う の は 、 良 い 競 争 意 識 も 出 て く る の で は な い か 。  
・ Ａ Ｉ デ マ ン ド 交 通 が 、 口 コ ミ で 広 が っ て い っ た の は 、 市 ⺠ に と っ て 利 用  
し や す い と い う 情 報 が う ま く 伝 わ っ て い っ た の で は な い か 。  
 
 
 



   

⑨  考 察 （ ⼩ 牧 市 へ の 反 映 ）  
基 幹 的 な 路 線 バ ス 、 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス で 賄 え な い 空 白 区 域 の 利 便 性 を 高

め る に は 、 Ａ Ｉ デ マ ン ド 交 通 は 補 完 的 役 割 を 担 う 有 効 な 手 段 の 一 つ だ と 考
え ら れ る 。  

本 市 で も 平 成 ２ ５ 年 ８ 月 か ら １ 年 間 の デ マ ン ド 交 通 の 実 証 運 行 を 行 っ  
た が 、 本 格 運 行 に は 繋 が ら な か っ た 。 そ の 原 因 と し て は 、 単 年 度 の 実 証 運
行 で あ っ た こ と 、 市 ⺠ か ら の 運 行 に 対 す る 意 見 聴 取 が う ま く 機 能 し な か っ
た こ と が あ る の で は な い か 。  
 三 鷹 市 で は 、 実 証 運 行 は ２ 年 を 超 え て ⻑ 期 的 に 実 施 さ れ た 。 そ の 間 、 地
域 の 方 々 、関 係 団 体 、交 通 事 業 者 等 と の 協 議 を 幾 度 と な く 重 ね る と と も に 、
常 に 改 善 し て い く 前 向 き な 姿 勢 が あ っ た こ と に よ る も の で あ る 。  

基 幹 的 路 線 か ら 枝 葉 の 生 え た 道 が 狭 く 、坂 の あ る 空 白 地 域 の 利 便 性 を 考  
え る に あ た り 、 Ａ Ｉ デ マ ン ド 交 通 は と て も 効 率 的 で 有 用 で あ る と 考 え る 。  
 今 後 も 市 ⺠ 、 関 係 団 体 、 交 通 事 業 者 か ら も 貴 重 な 意 見 を 聴 き な が ら 、 本
市 に 「 最 適 な 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク 」 の 構 築 に 向 け て 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ
る 。  

 
 
 
 
 

 


